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基本理念 かかわる  踏み出す  はぐくむ
将来像  子どもたちの笑顔があふれ、
　　　　　 みんなが夢を抱けるまち “おおだ”
基本姿勢　共創   
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第
２
次
大
田
市
総
合
計
画

後
期
計
画
を
策
定

　
大
田
市
は
、
平
成
30
年
度
に
「
第
２
次
大
田
市
総
合
計

画
」（
令
和
元
〜
８
年
度
）
を
策
定
し
、
市
政
運
営
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、
前
期
計
画
期
間
（
令
和
元
〜
４
年
度
）
の

終
期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
社
会
情
勢
の
変
化
や
新
た
な

諸
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、「
後
期
計
画（
令
和
５
〜
８
年

度
）」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
計
画
策
定
で
は
、
令
和
８
年
度
ま
で
の
方
針
で

あ
る
「
基
本
構
想
（
基
本
理
念
・
将
来
像
・
基
本
姿
勢
）」

の
見
直
し
は
お
こ
な
わ
ず
、
具
体
的
な
施
策
を
示
す
「
基

本
計
画
」
を
見
直
し
ま
し
た
。

　
こ
ち
ら
で
は
、
そ
の
概
要
を
お
伝
え
し
ま
す
。

後
期
計
画
策
定
の
留
意
点

◇
前
期
計
画
の
検
証
・
評
価

・
成
果
指
標
に
対
す
る
実
績

・
各
施
策
の
５
段
階
評
価
の
結
果

◇「
大
田
市
総
合
計
画
・
総
合
戦
略

　
等
推
進
会
議
」
で
の
議
論

・
前
期
計
画
の
推
進
に
対
す
る
意
見

　
や
指
摘

◇「
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」「
高
校
生
ア

　
ン
ケ
ー
ト
」
結
果

・
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
意
向
や
施

　
策
の
満
足
度
、
重
要
度
な
ど
の
調

　
査
結
果

◇
本
市
を
取
り
巻
く
現
状
と
課
題

・
変
化
す
る
社
会
情
勢
や
諸
課
題

基本計画
　総合計画では、①産業づくり②豊かな心づくり③暮らしづくり④都市基盤づくり⑤自然・
生活環境づくり⑥持続可能なまちづくり の６本の基本方針を掲げています。
　基本方針ごとに具体的な施策を示したものが「基本計画」です。

第１の柱　産業づくり　　～多様で活力ある「産業」をつくる
産業振興を市政発展の最重要課題と位置づけ、積極的に取り組む

地域経済の活性化 中心市街地の活性化　　親しまれビジネスチャンスにつながる道の駅
魅力ある「食」の可能性を追求 

企業の振興 企業の多様な取り組みを支援　　新ビジネス等の創出と起業・創業を支援
事業承継のサポート体制を構築 

観光都市づくり 組織的・戦略的な観光地域づくり　　日本遺産の認知度向上
民間団体の活動支援と人材育成・確保を支援 

稼ぐ農林水産業 生産体制強化による経営安定化　　循環型林業の推進
魅力向上による担い手を確保　　スマート農林水産業の推進  

多様な働き場の創出 戦略的な企業誘致とフォローアップで多様な働き場を創出
社会情勢や企業ニーズに基づくインフラの充実  

産業人財の育成・確保 地域経済のけん引者となる若手経営者を育成
教育魅力化との一体的な取り組みで未来を担う産業人財を育成  

第２の柱　豊かな心づくり　　～ふるさとを愛する「豊かな心」をつくる
豊かな自然や歴史・文化など多くの地域資源を市民の皆さんが誇りと愛着を持てるよう
地域と連携し、学校教育・社会教育を推進

ふるさと愛を育む教育 ふるさと愛を育む教育の実施　　子どもたちの育ちを支える教育環境づくり
学校施設の整備・充実

地域を担う人材育成 社会全体で豊かな育ちと学びを支援　　ふるさとに誇りをもてる人づくり
快適に利用できる図書館の環境整備

文化の継承と魅力向上 文化財のわかりやすい説明　　学ぶ機会を拡充し地域の担い手を育成
情報発信により魅力や価値を向上

芸術文化の振興 良質な芸術文化に触れる機会を拡充　　芸術文化の創造と担い手の育成
魅力ある芸術文化を鑑賞する場を確保

スポーツ活動の推進 スポーツの参加機会を拡大　　スポーツ指導者の確保・育成
スポーツ施設の適切な運営管理

交流の推進 つながりの輪の拡大　　都市間の活発な交流による交流人口の拡大
魅力的なプログラム開発により山村留学の参加者を確保
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「第２次大田市総合計画・後期計画」の全文は、市公式ホームページに掲載しています 

第５の柱　自然・生活環境づくり　　～人と自然が共生した「自然・生活環境」をつくる
多様で豊かな自然環境と市民の住みよい生活環境との共生を目指し、各種事業を推進

自然と共生した
　　 生活環境づくりの推進

環境に対する意識高揚による環境保全の推進
誇りと愛着がもてる魅力ある景観づくりの推進

循環型社会の構築 ごみの減量化とリサイクルの推進
ごみ処理施設の適切な管理による廃棄物の適正な処理

地球温暖化対策の推進 環境教育や省エネ活動の推進による温室効果ガスの削減
太陽光発電などの再生可能エネルギー導入を推進

飲料水の安定供給 安全・安心な水道水を安定的に供給　　水道施設の適切な維持管理
水道未普及地域の飲料水を確保

第４の柱　都市基盤づくり　　～くらしや交流を支える「都市基盤」をつくる
道路、下水道などのインフラ整備や市民の安全・安心のための環境整備を推進

魅力的な都市環境づくり 計画的なまちづくり　　計画に基づく地籍調査　　利便性の高い市街地の形成
汚水処理人口普及率の向上　　公営住宅の適正な維持管理

交流を支える
　　　 ネットワークづくり

山陰道の早期全線開通と高規格道路ネットワークの実現　　生活道路の整備
持続可能な地域交通体制の確立

暮らしの安全を守る
　　　　　　　 まちづくり

消防・救急体制・消防団の充実強化　　防犯活動に取り組むまちづくり
相談体制の充実による消費者トラブルの防止

災害に強いまちづくり 自主防災組織の設立を支援　　一般住宅の耐震化率を向上
治山・治水事業を推進し土砂災害などを防止

第３の柱　暮らしづくり　　～だれもが住みよい「暮らし」をつくる
長引くコロナの影響により市民の皆さんの生活も大きく変化
多様化するニーズや課題にきめ細かく対応できるよう安全で安心な暮らしづくりに努める

結婚・出産・子育ての
　　　　　　　 環境づくり

出会いの場を創出　　多機関連携による切れ目のない支援
ニーズを踏まえた保育サービスの充実　　社会全体で子育て・子育ちを支援

健康づくりの推進 ライフステージに応じた健康づくりの推進
社会全体で健康づくりの輪を広げ支え合う環境を整備

地域を守る医療体制 地域医療体制の確保・維持
大田市立病院における効率的かつ質の高い医療提供体制を構築

安心して暮らせる
　　　　　　　 社会の実現

多機関連携により複合化した課題に対応　　福祉人材の確保・育成
高齢者、障がい者の社会参加促進と自立生活に向けた支援

心豊かにともに暮らせる
　　　　　　　 社会の実現

人権問題の解決に向けた教育・啓発　　男女共同参画社会の実現に向けた啓発
多文化共生社会の実現に向けた環境整備

第６の柱　持続可能なまちづくり　　～協働・共創により「持続可能なまち」をつくる
あらゆる取り組みについて「共創」によるまちづくりを基本姿勢とし、積極的に推進

協働・共創の
　　　　 まちづくりの推進

ワークショップなどにより共創の実践の輪を拡大
市政などの情報の正確でわかりやすい発信

小さな拠点づくりの推進 地域が主体となった課題解決の取り組みを支援
地域運営組織づくりの推進　　地域活動拠点の計画的整備

移住・定住の推進 本市の魅力を伝える新たな情報発信媒体を活用
空家の有効活用による定住の推進　　関係人口の拡大

効率的な行財政運営と
　　　　　　　 改革の推進

自治体ＤＸ（デジタル・トランスフォーメーション）の推進　　職員の資質向上
財政状況の可視化と持続可能な財政運営　　公共施設の適正化

問政策企画課（☎0854‐83‐8005）



大
田
市
職
員
人
事
異
動

　
４
月
１
日
付
で
人
事
異
動
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
こ

の
う
ち
異
動
の
あ
っ
た
課
長
級
以
上
の
職
員
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　
ま
た
、
次
の
と
お
り
組
織
体
制
の
一
部
見
直
し
を
お

こ
な
い
ま
し
た
。
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　組
織
体
制

　
【
政
策
企
画
部
】

・
外
国
人
の
生
活
相
談
、
支
援
を  

　
含
む
国
際
交
流
業
務
を
総
務
部

　
総
務
課
か
ら
ま
ち
づ
く
り
定
住

　
課
に
移
管
し
、「
定
住
交
流
係
」

　
を
設
置

【
総
務
部
】

・「
管
財
課
」
を
廃
止
し
、「
財
産

　
管
理
係
」、「
入
札
係
」、「
工
事

　
検
査
係
」、政
策
企
画
部
情
報
企

　
画
課
「
調
査
統
計
係
」
の
業
務

　
を
「
総
務
課
」
に
集
約

【
健
康
福
祉
部
】

・
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
の
見
直
し

　
に
伴
い
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

　
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
対
策
室
」
を

　
廃
止

【
建
設
部
】

・
市
営
住
宅
の
管
理
を
担
当
す
る

　「
住
宅
係
」を
都
市
計
画
課
へ
移

　
管

・
山
陰
道
の
市
内
全
線
開
通
や
大

　
田
市
駅
東
側
土
地
区
画
整
理
事

　
業
の
円
滑
な
推
進
と
、
そ
れ
ら

　
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
施
策

　
の
展
開
並
び
に
土
木
技
術
職
員

　
の
育
成
や
人
材
確
保
を
図
る
た

　
め
、
参
与
（
ま
ち
づ
く
り
・
社

　
会
資
本
整
備
推
進
担
当
）
を
設

　
置

【
教
育
部
】

・
児
童
・
生
徒
数
の
急
減
と
施
設

　
劣
化
の
進
行
に
伴
い
、
市
内

　
小
・
中
学
校
の
学
校
再
編
の
考

　
え
方
の
見
直
し
と
対
応
に
向
け

　
た
体
制
強
化
の
た
め
、
教
育
部

　
総
務
課
内
に
「
学
校
再
編
係
」

　
を
設
置

・
学
事
業
務
の
円
滑
な
遂
行
と
教

　
育
魅
力
化
の
推
進
の
た
め
、
学

　
校
教
育
課
内
に
「
学
事
・
魅
力

　
化
推
進
室
」
を
新
設

【
職
員
数
】
　
７
８
６
人

※
　
国
・
県
か
ら
の
派
遣
職
員
７

人
を
含
む
。

　
内
訳
　
大
田
市
　
　
４
９
４
人

　
　
　
　
市
立
病
院
　
２
９
２
人

　大
田
市

【
部
長
級
】

▼
政
策
企
画
部
長
　
兼
温
泉
津
支

所
長
　
兼
仁
摩
支
所
長
　
兼
建
設

部
技
監
（
建
設
部
長
）
尾
田
英
夫

▼
総
務
部
長
（
産
業
振
興
部
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
西
　
宏

▼
健
康
福
祉
部
長
（
子
ど
も
保
育

課
長
）
　
　
　
　
　
　
布
野
英
彦

▼
環
境
生
活
部
長
（
人
事
課
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原
和
弘

▼
産
業
振
興
部
長
（
財
政
課
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
郷
原
寿
夫

▼
産
業
振
興
部
技
監
（
島
根
県
か

ら
派
遣
）
　
　
　
　
　
伊
藤
発
郎

▼
建
設
部
長
（
国
土
交
通
省
中
国

地
方
整
備
局
か
ら
派
遣
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
尾
畑
哲
格

▼
消
防
部
長
（
再
任
用
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
幸
村
卓
己

【
次
長
級
】

▼
消
防
部
次
長
消
防
部
総
務
課
長

事
務
取
扱
（
消
防
部
総
務
課
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
智
靖

【
課
長
級
】

▼
政
策
企
画
課
長
（
産
業
企
画
課

長
）
　
　
　
　
　
　
　
田
中
政
和

▼
人
事
課
長
（
財
政
課
主
査
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
根
　
仁

▼
財
政
課
長
（
大
田
市
立
病
院
事

務
部
経
営
企
画
課
長
）
中
祖
伸
宏

▼
子
ど
も
保
育
課
長
（
子
ど
も
家

庭
支
援
課
長
）
　
　
　
中
村
和
也

▼
子
ど
も
家
庭
支
援
課
長
（
社
会

教
育
課
長
補
佐
）
　
　
安
田
里
海

▼
健
康
増
進
課
長
（
健
康
増
進
課

長
　
兼
健
康
増
進
課
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
対
策
室

長
）
　
　
　
　
　
　
　
縄
　
和
美

▼
環
境
政
策
課
衛
生
処
理
場
長

（
管
財
課
長
補
佐
）
　
坂
野
孝
明

▼
産
業
企
画
課
長
（
経
済
産
業
省

中
国
経
済
産
業
局
か
ら
派
遣
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
安
　
輝

▼
土
木
課
長
（
水
道
課
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
榎
本
淳
次

▼
上
下
水
道
部
管
理
課
長
（
政
策

企
画
課
長
）
　
　
　
　
伊
藤
昌
彦

▼
水
道
課
長
（
下
水
道
課
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
楫
野
一
正

▼
下
水
道
課
長
　
兼
土
木
課
主
査

（
土
木
課
長
）
　
　
　
青
戸
将
典

▼
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
　

併
監
査
委
員
事
務
局
長
　
併
公
平

委
員
会
事
務
局
（
医
療
政
策
課
長

補
佐
）
　
　
　
　
　
　
大
迫
　
学

▼
農
業
委
員
会
事
務
局
長
（
事
業

推
進
課
長
補
佐
）
　
　
岩
谷
裕
之

▼
教
育
部
総
務
課
長
（
石
見
銀
山

課
長
）
　
　
　
　
　
　
縄
　
和
仁

▼
学
校
教
育
課
長
（
島
根
県
教
育

委
員
会
か
ら
派
遣
）
　
川
津
康
正

▼
学
校
教
育
課
学
事
・
魅
力
化
推

進
室
長
（
学
校
教
育
課
長
補
佐
）

　
　
　
　
　
　
　
　
山
根
あ
ず
さ

▼
社
会
教
育
課
長
（
管
財
課
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
楫
　
隆
宏

▼
石
見
銀
山
課
長
（
社
会
教
育
課

長
）
　
　
　
　
　
　
　
大
門
克
典

　大
田
市
立
病
院

【
部
長
級
】

▼
診
療
技
術
部
長
　
兼
医
療
局
消

化
器
科
上
席
部
長
（
診
療
技
術
部

長
　
兼
医
療
局
消
化
器
科
部
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
増
原
昌
明

【
課
長
級
】

▼
経
営
企
画
課
長
（
上
下
水
道
部

管
理
課
長
）
　
　
　
　
森
脇
佳
子

 【
新
規
採
用
】

▼
消
化
器
科
部
長
　
　
森
山
一
郎

▼
神
経
内
科
部
長
　
　
三
瀧
真
悟

▼
外
科
医
長
　
　
　
佐
々
木
将
貴

問
人
事
課
（
☎
０
８
５
４‐

83‐

８
０
１
４
）



　
　

　　　
　

　
市
で
は
、
令
和
５
年
度
に
総
合

的
な
人
口
減
少
対
策
事
業
な
ど
に

着
手
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
統
計
デ
ー

タ
の
各
種
分
析
を
お
こ
な
う
ほ

か
、
独
身
者
や
既
婚
世
帯
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
通
じ
て
、

今
後
の
人
口
減
少
対
策
事
業
に
取

り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
こ
の
事
業
な
ど
に

つ
い
て
審
議
す
る
検
討
委
員
会
の

委
員
を
公
募
し
ま
す
。
多
く
の
市

民
の
皆
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

▽
委
員
の
仕
事
　
委
員
会
に
出
席

　
し
、
意
見
・
指
摘
・
提
言
な
ど

　
を
発
言
す
る

▽
応
募
資
格

①
市
内
に
居
住
す
る
18
歳
以
上

②
大
田
市
の
人
口
減
少
対
策
事
業

　
な
ど
に
関
心
を
持
ち
、
委
員
会

　（
年
５
回
程
度
・
平
日
開
催
）に

　
出
席
で
き
る
人

▽
募
集
人
員
　
若
干
名

▽
応
募
方
法
　
応
募
用
紙
に
必
要

　
事
項
、
応
募
の
動
機
や
人
口
減

　
少
の
課
題
な
ど
に
関
す
る
考
え  

　（
２
０
０
字
程
度
）
を
添
え
て
、

　
ご
応
募
く
だ
さ
い

※
　
応
募
用
紙
は
、
市
ホ
ー
ム

　
３
月
15
日
、
島
根
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
株
式
会
社
（
勝
部
裕
代
表
取

締
役
社
長
）
と
「
災
害
時
に
お
け
る
給
電
車
両
を
用
い
た
電
力

供
給
の
協
力
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
災
害
時
な
ど
の
停
電
の
際
に
、
島
根
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
が
大
田
市

に
外
部
給
電
可
能
な
車
両
を
貸
与
し
、
避
難
所
な
ど
で
携
帯
電

話
の
充
電
な
ど
の
給
電
に
協
力
す
る
も
の
で
す
。
市
長
は
「
避

難
所
な
ど
に
お
け
る
電
力
供
給
の
体
制
確
保
が
で
き
、
災
害
発

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
時
の
安
全
な
体
制
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
進
め
る
う
え
で
、
さ
ら
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
連
携
強
化
が
図
ら
れ
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
期
待
。
勝
部
道
成
常
務
取
締

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
役
は
「
大
事
が
あ
っ
た
際
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
惜
し
む
こ
と
な
く
給
電
で
き
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
車
両
を
提
供
さ
せ
て
い
た
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
」
と
勝
部
社
長
の
メ
ッ
セ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。

　
文
部
科
学
大
臣
杯
第
14
回
全
日
本

少
年
春
季
軟
式
野
球
大
会
（
３
月
21

日
か
ら
26
日
／
静
岡
県
）
に
出
場
す

る
大
田
二
中
野
球
部
員
３
人
が
市
長

を
訪
問
し
、
全
国
大
会
出
場
を
報
告

し
ま
し
た
。

　
石
田
颯
人
主
将
は
「
チ
ー
ム
を
勝

利
に
導
け
る
よ
う
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し

て
プ
レ
ー
で
引
っ
張
っ
て
い
き
た

い
」
と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

市
長
は
「
強
豪
が
た
く
さ
ん
い
る
中

で
、
普
段
の
力
を
出
す
こ
と
が
大

事
。
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
て
ほ
し
い
」

と
激
励
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
全
国
大
会
出
場
に
際

し
、
激
励
金
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
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ともに働く仲間を募集
大田市職員採用試験

島根トヨペットと協定締結

協定書を手にする勝部常務
取締役と市長

二中野球部　決意を語る
左
か
ら
重
富
大
翔
副
主
将
、

石
田
主
将
、小
倉
実
篤
副
主

将

　これからの大田市に必要なのは、
チャレンジ精神あふれる若い皆さんの
力です。大田に生まれた人、大田が大
好きな人、大田に住みたい人、大田に
関わりたい人……。ぜひ職員として、
私たちと一緒に笑顔と夢があふれる

「おおだ」を創りましょう。

【大学卒業程度試験】
　一般事務　10人程度
　　　　　　デジタル行政経験者枠　１人

【大学・短大・高等専門学校卒業程度試験】
　建築技師・土木技師　若干名
　幼稚園教諭免許と保育士資格を持つ人　１人
※　詳しくは、市ホームページでご確認ください。

【高校卒業程度試験】
　一般事務　10人程度
　建築技師・土木技師・消防吏員　若干名
※　詳しくは、７月中旬に市ホームページでお知らせ
します。
　　　　　　　　　 問人事課（☎0854‐83‐8014）

つく

前期試験　６月18日㈰

後期試験　９月17日㈰

　令和６年４月採用の大田市職員採用試験を次のとお
りおこないます。（試験区分と採用予定人数）

検
討
委
員
会
委
員
を
募
集

一
緒
に
考
え
ま
せ
ん
か
「
人
口
減
少
対
策
」

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

▽
応
募
期
限
　
５
月
８
日
㈪

▽
選
考
方
法
　
応
募
動
機
な
ど
を

　
考
慮
の
う
え
、
決
定

▽
委
員
の
任
期
　
委
嘱
の
日
か
ら

　
令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で

▽
手
当
な
ど
　
規
定
に
よ
る
日
当

　（
２
８
０
０
円
）お
よ
び
交
通
費

　
を
支
給

問
政
策
企
画
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
０
３
）



※　「オンラインで完結する手続き」と「オンライン申請後、別途、必要
書類の提出などで窓口にお越しいただく必要がある手続き」があります。

　マイナポータルの機能の一つです。子育てや介護を
はじめとする制度・手続きの検索ができるほか、オン
ライン申請ができます。

広報おおだ　Ｒ5（2023）４.20 ６

４月から 各種手続きがオンラインで申請可能に

　国が運営するマイナポータルの「ぴったりサービス」を使い、本年４月
から一部の行政手続きをパソコンやスマートフォンからオンラインででき
るようになりました。
　対象となる手続きは、子育て関係15手続きと介護関係11手続きです。

対象となる手続き

マイナポータル ぴったりサービス

区分 手続きの種類 担　　当　　課

（１）手当の認定請求（児童手当）
（２）児童手当改定請求
（３）氏名・住所等の変更（児童手当）
（４）受給事由消滅の届出（児童手当）
（５）未支払の児童手当請求
（６）寄附の申出（児童手当）
（７）寄附変更の申出（児童手当）
（８）学校給食費徴収の申出（児童手当）
（９）学校給食費等の徴収変更（児童手当）
（10）児童手当現況届

子
　育
　て
　関
　係

（11）支給認定申請（保育所）
（12）保育施設利用申込み
（13）保育施設現況届
（14）児童扶養手当現況届
（15）妊娠届
（１）要介護・要支援認定の申請
（２）要介護・要支援更新認定の申請

介
　護
　関
　係

（３）要介護・要支援状態区分変更認定の申請
（４）居宅（介護予防）サービス計画作成（変更）依頼の届出
（５）介護保険負担割合証の再交付申請
（６）被保険者証の再交付申請
（７）高額介護（予防）サービス費の支給申請
（８）介護保険負担限度額認定申請
（９）居宅介護（介護予防）福祉用具購入費の支給申請
（10）居宅介護（介護予防）住宅改修費の支給申請
（11）住所移転後の要介護・要支援認定申請

子ども保育課

子ども家庭支援課

介護保険課

　行政手続きや行政機関からのお知らせの
確認ができる、国が運営するオンライン窓
口です。一部の機能は、利用する際にマイ
ナンバーカードが必要です。

問情報企画課（☎0854‐83‐8032）

☎0854‐83‐8196

☎0854‐83‐8148
☎0854‐83‐8152

☎0854‐83‐8063

☎0854‐83‐8107
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市
で
は
、
令
和
２
年
度
か
ら
４

年
度
に
か
け
て
「
大
田
市
文
化
財

保
存
活
用
地
域
計
画
」（
以
下「
地

域
計
画
」）を
作
成
し
、令
和
４
年

12
月
に
文
化
庁
長
官
の
認
定
を
受

け
ま
し
た
。

　
文
化
財
保
護
法
に
基
づ
く
「
地

域
計
画
」
は
、
文
化
財
の
保
存
と

活
用
に
関
す
る
総
合
的
な
計
画

で
、
目
標
や
方
向
性
を
示
し
た
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
基
本
計
画
）

と
、
具
体
的
な
取
り
組
み
を
示
し

た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
（
行
動
計

画
）
の
２
つ
の
役
割
を
持
ち
ま

す
。
特
徴
は
、
急
速
に
消
滅
が
進

む
有
形
・
無
形
の
文
化
財
を
守
る

た
め
、
社
会
教
育
や
ま
ち
づ
く

り
、
観
光
振
興
な
ど
の
地
域
資
源

と
し
て「
活
用
」し
な
が
ら
、「
保

存
」
を
目
指
す
点
に
あ
り
ま
す
。

　「
地
域
計
画
」の
作
成
に
あ
た
っ

て
は
、
改
め
て
文
化
財
を
「
地
域

の
宝
」
と
位
置
付
け
、
地
域
の
歴

史
文
化
に
詳
し
い
か
た
が
た
に
調

査
を
依
頼
。
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施

す
る
な
ど
、
広
く
文
化
財
の
把
握

に
努
め
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

国
・
県
・
市
の
指
定
文
化
財
１
２

８
件
の
ほ
か
に
、
地
域
に
残
る
未

指
定
の
文
化
財
１
０
２
３
件
を
把

握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
地
域
計
画
で
は
、
今
回
把
握
で

き
た
文
化
財
や
こ
れ
ま
で
の
研
究

の
成
果
を
も
と
に
、
大
田
市
の
歴

史
文
化
の
特
徴
を
「
石
見
銀
山
と

三
瓶
山
、
そ
し
て
日
本
海
、
自
然

の
恵
み
と
交
流
か
ら
生
ま
れ
た
多

彩
な
遺
産
に
出
会
え
る
ま
ち
」
と

ま
と
め
、
基
本
理
念
を
次
の
よ
う

に
設
定
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
基
本
理
念
の
実
現
に
向

け
、
文
化
財
を
学
び
、
体
験
す
る

機
会
の
確
保
・
充
実
な
ど
、
今
後

10
年
間
に
お
こ
な
う
具
体
的
な
事

業
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
地
域
計
画
に
基
づ
い

て
、「
地
域
の
宝
」を
未
来
へ
継
承

す
る
た
め
の
「
保
存
」
と
「
活
用
」

に
、
よ
り
一
層
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

※
　
「
地
域
計
画
」
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、
市
内
の
図
書

館
な
ど
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

問
石
見
銀
山
課

（
☎
０
８
５
４‐

83‐

８
１
３
０
）

「
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
」
を
作
成

ワークショップの様子

地域計画の基本理念

石
見
銀
山
と
三
瓶
山
、

そ
し
て
日
本
海
、

自
然
の
恵
み
と

交
流
か
ら
生
ま
れ
た

多
彩
な
遺
産
を

み
ん
な
で
守
り
、

伝
え
、
活
か
し
、

新
た
な
交
流
を
育
む

い

修
園
を
迎
え
た
長
期
留
学
第
19
期
生

山村留学センター 修園のつどい
　
県
外
か
ら
１
年
間
の
長

期
山
村
留
学
に
参
加
し
た

子
ど
も
た
ち
が
修
園
を
迎

え
、
３
月
25
日
、
修
園

の
つ
ど
い
を
山
村
留
学
セ

ン
タ
ー
「
こ
だ
ま
学
園
」

で
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
長
期
留
学
生

は
、
小
学
４
年
生
か
ら
中

学
３
年
生
ま
で
の
11
人
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
活

動
や
生
活
に
制
約
を
受
け

ま
し
た
が
、
工
夫
を
し
な

が
ら
北
三
瓶
で
の
生
活
を

楽
し
み
ま
し
た
。
つ
ど
い

で
は
、
一
人
ひ
と
り
が
保
護
者
や
学
校
の
先
生
、
受
入
農
家
さ
ん

た
ち
へ
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ま
し
た
。

問
山
村
留
学
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
８
５
４‐

86‐

０
７
０
０
）

ＡＴＭに行って！は 詐欺
さ　 ぎ

介護保険課の職員が、ＡＴＭへ行くようご案
内することはありません。

不審な場合は、介護保険課
へお問い合わせください。

問介護保険課（☎0854‐83‐8063）

龍源寺間歩がマンホールに

素
敵
な
デ
ザ
イ
ン
に
笑
顔

　道の駅「ごいせ仁摩」に、龍源寺間歩が描
かれた電気マンホールのふたが設置されまし
た。国土交通省と自治体で組織する山陰道沿
線活性化協議会が企画したもので、県内12か
所に設置されるものの１つです。
　３月29日に開催されたお披露目式には、仁
摩保育園の園児ら約50人が参加。関係者が除
幕し、色鮮やかなマンホールが現れると、子
どもたちは目を輝かせて見入っていました。



新型コロナウイルスワクチン接種
令和５年春開始接種（５～８月接種）が始まります

　初回（１・２回目）接種が完了し、前回接種から３か月以上を
経過した次の人を対象に接種をおこないます。

対象者と接種のスケジュール

接種券の申請方法

小児・乳幼児の接種

広報おおだ　Ｒ5（2023）４.20 ８

① ② ③

65 歳以上

ワクチン

小児（５～11 歳）

12～64 歳で、
基礎疾患がある人
重症化リスクが高いと医師が認める人

前回接種から３か月を経過する人
へ、接種券などの必要な書類を発送
（前回接種が早い人から順に送付）

ファイザー社製５～11 歳用ワクチン
・初回接種　従来型ワクチン
・追加接種　オミクロン株対応２価ワクチン

乳幼児（生後６か月～４歳）
ファイザー社製生後６か月～４歳用ワクチン
・初回接種　従来型ワクチン
・追加接種　なし

接種間隔

接　種　券

・初回接種　１回目接種から３週間あけて
２回目接種
・追加接種　前回接種から３か月以上

新たに対象となる人へ順次発送

３回接種で１セット
・２回目接種　１回目接種から通常３週間
・３回目接種　２回目接種から８週間以上

【窓口または郵送】

【接種回数】１人１回接種 【使用ワクチン】オミクロン株対応２価ワクチン

接種を希望する人は、事前に接種券発行の申請が必要です。
下記「接種券の申請方法」をご確認のうえ、申請してください。

医療従事者
高齢者・障がい者施設従事者 など

　申請書は、市役所本庁および支所、市ホームページからダウンロー
ドできます。申請書に必要事項をご記入のうえ、窓口または郵送で下
記に申請してください。
　〒694-8502 大田市健康増進課 行

【インターネット】
　厚生労働省ＷＥＢサイト
（コロナワクチンナビ）から
申請してください。

国際交流員
　　サトウ・アンドレイア・ユリコ

一期一会
ICHIGO-ICHIE

久
手
小
学
校
で

く  

て 

し
ょ
う
が
っ
こ
う

外国人が読みやすいように漢字とカタカナにふりがなをつけています
がいこくじん よ かんじ か　た　か　な

問健康増進課
　（☎0854‐83‐8203）

問まちづくり定住課（☎0854‐83‐8172）

い　　　 ち　　　　 ご　　　　　い　　　 ち　　　え

こくさいこうりゅういん

さ　と　う　　　あ　ん　ど　れ　い　あ　　　ゆ　り　こ

　私は、翻訳や通訳のほかに、外国文化の理解を深
める仕事もしています。３月には久手小学校へ訪問
し、ブラジルの生活についてお話をする機会があり
ました。子どもたちはとても元気が良く、熱心に話
を聞いていました。違う国の文化、習慣、ブラジル
の公用語であるポルトガル語のあいさつなどを紹介
しました。この交流を通して、新しい気づきや

多文化への興味が増えたら嬉しいです。帰りには
「チャオ（さようなら）」と言いながら見送ってくれ
ました。
　これからも学校や地域に出かけ、いろいろな人と  
　話をする機会を増やしたいと思っています。

わたし ほんやく つうやく がいこくぶん  か り かい ふか

し ごと さんがつ く　て しょうがっこう ほうもん

ぶ　ら　じ　る せいかつ はなし き かい

こ げん き よ ねっしん はなし

き ちが くに ぶん か しゅうかん ぶ　ら　じ　る

こうよう ご ぽ　る　と　が　る　ご しょうかい

こうりゅう とお あたら き

た ぶん  か きょう み ふ うれ かえ

い み おく

がっこう ち  いき で ひと

き かい ふ おも

ていじゅうか

ち　ゃ　お

はなし



広報おおだ　Ｒ5（2023）４.20９

▽新生児聴覚検査とは
　生まれつきの耳の聞こえにくさを早期に発見する
　ために、新生児に対しておこなう検査です。出生
　した医療機関などで生後数日頃に検査をします。
▽対象者
　令和５年４月１日以降に出生し、
　市内に住所を有する新生児
▽助成対象検査
　新生児聴覚検査（初回検査）
　自動ＡＢＲ（自動聴性脳幹反応検査）・ＯＡＥ（耳
　音響放射検査）など
▽助成金額
　上限2,000 円（新生児１人につき１回）

▽手続き
①新生児聴覚検査受診票（以下「受診票」）を利用でき
　る医療機関の場合
・母子健康手帳交付時にお渡しする「受診票」を出産
　後、聴覚検査を実施する際に医療機関に提出し、助
　成を受ける
※　助成金額との差額は、自己負担となります。
②新生児聴覚検査受診票を利用できない医療機関の場
　合
・検査費用を医療機関の窓口において自費で支払い、
　後日、助成金を申請する
※　詳しくは、市ホームページをご確認ください。

新生児聴覚検査費用を助成

子育て支援事業の経費を補助

不妊治療費助成制度を拡充

　市では、令和５年度から新生児聴覚検査費用の
一部助成を開始しました

つながらない場合　☎03‐3478‐1060
【受付時間】

母子手帳アプリ

成長記録も
！
思い出も！

家族みんなで子育て！

子育てアプリおおだっこ

子ども医療電話相談

登録はおすみですか？

不妊治療費助成額の拡充

上限15万円
（令和５年３月末まで）

上限30万円
（令和５年４月以降）

対　象

助成額

令和５年４月以降の治療費

1年間につき　市では、不妊・不育症治療に要する精神的・経済的負担を軽減
することを目的として、令和５年度から不妊治療助成制度の内容
を拡充しました。

▽申請手続き
・子ども家庭支援課の窓口で申請できます（郵送申請も可）。
・詳しくは市ホームページをご覧ください。申請書のダウンロー
　ドや申請に関する情報を掲載しています。
※　申請は、助成期間終了日の翌月末までです。早めに申請手続
きをしてください。１年間に複数回に分けた申請が可能です。

　市では、「子育て支援のための事業」を実施する団
体に対し、その経費の一部補助をおこないます。

▽対象事業
　子育て支援家庭の父親・母親・祖父母・地域住民　
などを対象とした行事
例）親学プログラム、子どもの生活リズムづくりや食
　育に関する行事、命の大切さを伝える講演会、子育
　て・子育て支援に関する講演会など
▽募集団体数　２団体
▽補助額　事業に対する経費（上限18万円）
▽募集期間　４月24日㈪～５月31日㈬

実施団体募集

平日／19:00～翌朝9:00
土日・祝日／９:00～翌朝９:00
　（東京都内までの通話料が必要）

問子ども家庭支援課（☎0854‐83‐8152）

問子ども家庭支援課（☎0854‐83‐8152）

問子ども保育課（☎0854‐83‐8148）

問子ども家庭支援課（☎0854‐83‐8152）
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こんにちは
保健師です

赤ちゃんの聞こえの検査
（新生児聴覚検査）

新生児聴覚検査
　赤ちゃんが眠っている間に、小さな
音を聞かせてその反応を測定する検査
です。検査は数分から10分程度で安
全におこなうことができ、痛みや検査
による副作用はありません。

　新生児聴覚検査は、生まれつき耳の聞こえにくさがないか、生後
数日後に耳の検査を受けるものです。
　生まれつき耳の聞こえにくさがある赤ちゃんは、1,000人に１～２
人といわれていますが、早いうちに異常を発見し、適切な治療や支
援を受けることで赤ちゃんの言葉の発達と心の成長に大きな効果が
期待できます。
　ぜひ、新生児聴覚検査を受けましょう。

　赤ちゃんは、妊娠８か月頃からお腹の中で、お母さんやお父さんの
声を聞いています。また、産まれた後は、耳から脳に「ことば」をイ
ンプットして「ことば」を話す準備をしていきます。
　聞こえることは、話し言葉に重要な役割を果たしているため、早期
に聞こえにくさを発見し、適切な治療や支援を受けましょう。

子どもの聞こえと発達

月齢に応じた聞こえの目安
　子どもの育ちは一人ひとり違いますが、月齢に応じて音への反応も
見られるようになってきます。

１か月ごろ　　　眠っていて、突然の音に目を覚ます
２～３か月ごろ　テレビの音などに顔を向ける
５～６か月ごろ　声をかけると振り向く
９か月ごろ　　　外のいろいろな音（車・雨・飛行機など）に
　　　　　　　　関心を示す
12～15か月ごろ　見えない所で音がすると、不思議がって耳を傾ける

　お子さんの聞こえや、「ことば」の発達を見守っていきましょう。
また、乳幼児健診で聞こえや「ことば」のチェックを受けましょう。

聞こえについての相談は
島根県立浜田ろう学校

☎0855‐28‐0146
　「呼びかけても振り向かない」、「聞
き返しが多い」、「テレビの音を大き
くしたがる」など、お子さんの聞こ
えや言葉などの気になることを相談
できます。また、聴力検査をしたり、
具体的な関わり方についてアドバイ
スをもらえたりするなどの支援を受
けることができます。
　詳しくは、浜田ろう学校のホーム
ページをご覧ください。

　聞こえについて気になる点がある場合
は、小児科や耳鼻咽喉科の医師、浜田ろう
学校、市の保健師などに相談しましょう。

新生児聴覚検査を受けましょう
聞こえについて心配なことは相談しましょう

５月の子育て応援コーナー ※　予約制です。子ども家庭支援課（☎0854‐83‐8152）へお申し込みください。

種 類 日 時 場 所 内容・対象 お持ちいただくもの 

乳幼児相談   身体計測・育児相談 
栄養相談 母子健康手帳 

バスタオル 授乳サロン 
ごくごく  身体計測・母乳相談 

離
乳
食
教
室 

前期  

 

生後８か月ごろまでの 
乳児とその保護者 母子健康手帳 

バスタオル・おむつ 
お子さんの飲み物 後期  生後９～18か月ごろまでの 

乳児とその保護者 
育児教室 
（前期）  ふれあい遊び・読み聞かせ

など 妊婦さんも歓迎 
母子健康手帳 

バスタオル・おむつ 

仁摩保健センター

母子健康包括支援
センター

おおだっこ
（市役所１階）

問子ども家庭支援課
（☎0854‐83‐8152）

10日㈬

24日㈬

16日㈫

30日㈫

19日㈮

10:00～11:30
受付９:45～

９:00～11:00

13:00～16:00



※　直接各医療機関へ予約してください。
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健康ガイド５月 ☆マークの検診では自己負担が軽減
【無料になる人】生活保護世帯の世帯員、福祉医療受給者、市民税非課税世帯の世帯員
【半額になる人】大田市国民健康保険加入者、島根県後期高齢者医療制度加入者
※　必要な書類や手続きについては、健康増進課までお問い合わせください。

がん検診（集団）

着任医師を紹介大田市立病院

がん検診（個別）   

種 類 日 時 場 所 対象者など
肺がん検診　40歳～64歳  
肺がん・結核検診　65歳以上  
◎自己負担金　無料  
◎持参　検診受診票、健康手帳  
※　会場・受付時間は個人通知を
ご確認ください。

 
 

大森町・水上町・祖式町・大代町
温泉津町
静間町
三瓶町・山口町
長久町
仁摩町（大国・馬路）

 

 
 
 
 

  

20歳以上の女性 
◎自己負担金 
・子宮頸部検査  1,500円 
・ＨＰＶ検査（希望者）1,500円

40歳以上の女性（完全予約制） 
◎自己負担金 2,000円
・市立病院は２回の受診が必要 

種 類 医療機関 対象者など

 
 

 

 

市立病院（医事室☎0854-84-7571） 

島根県立中央病院ほか７医療機関 
（市ホームページでご確認ください） 

市立病院（医事室☎0854-84-7571） 

ひゃくどみクリニック（☎0853-21-0130） 
ヘルスサイエンスセンター島根（☎0853-20-0649）

献血に
ご協力ください 12:15～13:15　中村ブレイス株式会社（大森町）

15:15～16:30　仁万まちづくりセンター（仁摩町）
５月23日（火）

４月に着任された先生を
紹介します

消化器科　部長
森山　一郎　医師

総合診療科　医員
石田　直也　医師

泌尿器科　医員
大西　浩生　医師

呼吸器内科　医員
吉原　健　医師

松川 真弓   土岐 香里   桑原 翔大   清水 新太郎 梅木 幸歩   伊藤 仁志 
【初期臨床研修医】 

外科　医員
玉木　加歩　医師

外科　医長
佐々木　将貴　医師

神経内科　部長
三瀧　真悟　医師

問健康増進課
（☎0854‐83‐8151）

15日㈪
16日㈫・17日㈬・18日㈭

19日㈮
22日㈪
23日㈫
24日㈬

☆子宮頸がん
検診

☆乳がん
マンモグラフィ

検診

大田市

出雲市

大田市

出雲市

肺がん検診
個人通知あり

問市立病院（☎0854‐82‐0330）



問石見銀山課（☎0854‐83‐8132）

　
本
誌
７
㌻
で
紹
介
し
た
よ
う

に
、
大
田
市
文
化
財
保
存
活
用
地

域
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
の
文
化
財
の
指
定
物
件
が
中

心
で
あ
っ
た
文
化
財
の
保
存
活
用

が
、
今
後
は
指
定
・
未
指
定
に
関

わ
ら
ず
、
地
域
が
主
体
と
な
っ
て

文
化
財
を
生
か
す
取
り
組
み
が
推

奨
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
改
め
て
大
田
市
の
宝
を
掘
り
起

こ
す
こ
と
と
な
っ
た
こ
の
計
画
策

定
を
踏
ま
え
、「
石
見
銀
山
と
地
域

の
宝
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
連
載
し

て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
が
ご
存
じ

の
文
化
財
も
、
そ
の
魅
力
を
わ
か

り
や
す
く
伝
え
、「
な
る
ほ
ど
分

か
っ
た
」
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　
さ
て
、
第
１
回
は
鳥
井
南
遺
跡

祭
祀
遺
物
で
す
。
鳥
井
南
遺
跡

は
、
大
田
運
動
公
園
の
工
事
に
伴

い
発
掘
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
、
弥

生
時
代
や
古
墳
時
代
の
多
く
の
建

物
跡
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
な
か

で
も
平
成
９
年
度
の
調
査
で
出
土

し
た
「
祭
祀
遺
物
」
は
、
発
掘
当

初
か
ら
注
目
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

遺
物
が
作
ら
れ
た
年
代
は
古
墳
時

代
中
期
、
お
よ
そ
５
世
紀
頃
。

「
祭
祀
」と
は
、自
然
や
神
様
に
対

し
、
お
供
え
物
を
し
て
奉
る
な
ど

の
行
い
の
こ
と
で
す
。

　
つ
ま
り
、「
５
世
紀
ご
ろ
に
神
様

に
お
供
え
し
た
も
の
が
見
つ
か
っ

た
！
」
と
い
う
発
見
だ
っ
た
の
で

す
。
何
を
お
供
え
し
た
の
か
と
い

え
ば
、
粘
土
を
こ
ね
て
素
焼
き
し

た
品
々
で
、
弓
や
矢
、
盾
、
剣
な

ど
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
が
最
も
多
く
、

人
の
形
を
し
た
「
人
形
」
や
実
物

大
の
「
ま
が
玉
」
も
あ
り
ま
し

た
。
総
点
数
は
破
片
も
含
め
れ
ば

約
５
０
０
０
点
で
、
約
３
㍍
の
範

囲
に
び
っ
し
り
と
集
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
同
じ
よ
う
な
出
土
例
は

全
国
に
40
か
所
以
上
あ
り
、
鳥
取

県
倉
吉
市
の
谷
畑
遺
跡
出
土
品
は

平
成
８
年
に
国
の
指
定
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
総
点
数
は
４
４

１
点
。
点
数
だ
け
で
も
鳥
井
南
遺

跡
の
重
要
さ
が
わ
か
り
ま
す
。

　
こ
の
遺
物
は
発
見
か
ら
研
究
が

進
ん
だ
こ
と
も
あ
り
、
令
和
元
年

に「
考
古
資
料
」と
し
て
島
根
県
文

化
財
に
指
定
さ
れ
た
の
で
し
た
。
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ひ
と
が
た

さ
い
し

鳥井南遺跡祭祀遺物

石見銀山と市内遺産

おすすめの本

なるほど分かった　地域の宝

■：３館共通　○：温泉津のみ休館

中央図書館　　☎0854-84-9200　平日10:00～19:00　土日10:00～18:00
仁摩図書館　　☎0854-88-4646　10:00～18:00
温泉津図書館　☎0855-65-2177　10:00～17:00

『植物少女』　朝比奈　秋／著　
　　　　　　　　　　朝日新聞出版社（中央図書館）

◇展示テーマ

◇行事と企画展

中
　央

「おでかけ日和」

第１回

　家族や友人が植物状態になった
ら、あなたはどうしますか……。
　この小説は、出産と同時に植物
状態となった母と一緒に過ごす娘
の物語です。

　青葉が茂り、風薫る５月はおでかけ日和です
ね。ウキウキ、わくわくするような本をご紹介
します。

「育ててみよう！植物」
　５月から楽しみながら始められる植物や育て
方についての本をご用意します。

「子どもと未来」
　子どもたちのよりよい未来について考えた
り、ヒントになったりする本をご紹介します。

仁
　摩

図書館

中 央

仁 摩

行　事

おはなし会

古文書を読む会

おはなし会

おすすめこどもの本展示

13日㈯・27日㈯

20日㈯

20日㈯

４月８日㈯～５月８日㈪

５月７日㈰～29日㈪

14:00～14:20

14:00～16:00

10:15～10:45

温泉津やきものの里
　陶芸教室作品展

日　　時

５月の図書館お休みの日
日

⑦
⑭
㉑
㉘

月

1

8

15

22

29

火

2

9

16

23

30

水

3

10

17

24

31

木

4

11

18

25

金

5

12

19

26

土

⑥
⑬
⑳
㉗



小
字
の
歴
史

　
土
地
の
小
字
は
、
平
安
時
代
に

は
存
在
し
て
い
た
と
記
録
が
残
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
と
て
も
長
い

歴
史
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
現
在
の
よ
う
に
地
番
が

ふ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
明
治
５
年

以
前
は
、
土
地
を
表
す
た
め
に
大

切
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
し
た
。

小
字
の
由
来

　
小
字
の
由
来
は
、
地
域
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
が
、
土
地
を
管
理

し
や
す
く
す
る
た
め
に
、
そ
の
土

地
の
状
況
な
ど
が
分
か
り
や
す
い

よ
う
に
付
け
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
現
在
の
登
記
簿
謄
本
が

な
か
っ
た
時
代
は
、
小
字
名
が
そ

の
時
々
の
状
況
に
合
わ
せ
て
変

わ
っ
た
と
い
う
事
例
が
あ
り
ま
す
。

　
今
か
ら
約
１
０
０
０
年
前
の
万

寿
３
年
に
益
田
市
沖
を
震
源
と
し

た
石
見
地
震
が
発
生
。
こ
の
津
波

に
よ
っ
て
、
鳥
井
村
の
船
が
現
在

の
大
田
葬
斎
場
下
の
坂
（
標
高
50

㍍
）を
越
え
た
こ
と
か
ら「
舟
越
」、

ま
た
、
静
間
村
で
は
小
鯛
が
陸
に

打
ち
揚
げ
ら
れ
、
津
波
が
引
い
た

後
に
小
鯛
が
残
っ
た
場
所
に
「
小

鯛
ケ
原
」
と
い
う
小
字
が
付
け
ら

れ
た
例
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
歴
史
的
に
み
る

と
貴
重
な
小
字
が
あ
る
こ
と
も
事

実
で
す
。

大
田
市
の
小
字

　
市
内
の
土
地
の
登
記
簿
謄
本
を

調
査
し
た
結
果
、
小
字
は
約
２
万

１
０
０
０
種
類
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
関
係
す
る

小
字
が
付
い
て
い
ま
す
が
、
そ
の

中
に
は
、
差
別
的
な
も
の
も
多
く

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
小
字
に
つ
い
て
島
根

大
学
の
相
良
英
輔
教
授
に
鑑
定
を

依
頼
し
た
結
果
、「
差
別
小
字
」が

約
40
種
類
、「
差
別
の
疑
い
の
あ

る
小
字
」
が
約
30
種
類
存
在
し
て

い
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

差
別
し
て
い
る
こ
と
と
同
じ

　
市
内
の
土
地
の
登
記
簿
謄
本
に

差
別
小
字
や
差
別
の
疑
い
の
あ
る

小
字
が
存
在
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
登
記
簿
謄
本
を
管
理
し
て
い

る
松
江
地
方
法
務
局
は
、「
土
地
の

登
記
簿
謄
本
に
差
別
小
字
や
差
別

の
疑
い
の
あ
る
小
字
が
現
在
も
存

在
し
て
い
る
こ
と
は
、
大
田
市
が

差
別
を
続
け
て
い
る
こ
と
と
同
じ

で
あ
る
」
と
し
、
早
急
に
対
応
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
市
と
し
て
差
別
小

字
や
差
別
の
疑
い
の
あ
る
小
字
に

つ
い
て
、
対
応
を
検
討
し
て
い
ま

す
。

小
字
を
変
更
す
る
に
は

　
小
字
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め

に
は
、
小
字
の
変
更
と
削
除
の
２

つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ

も
市
議
会
の
議
決
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　
小
字
を
変
更
す
る
場
合
は
、
そ

の
土
地
所
有
者
の
理
解
を
得
た

後
、
市
議
会
に
お
い
て
、
ど
の
町

の
ど
の
地
域
に
存
在
す
る
の
か
、

詳
し
く
説
明
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
小
字
に
変
わ
る
新
し
い
小
字
の

議
決
を
得
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
方
法
は
同
和
問

題
（
部
落
差
別
）
な
ど
の
人
権
課

題
が
大
き
く
関
係
す
る
こ
と
か

ら
、
逆
に
差
別
を
助
長
さ
せ
て
し

ま
う
可
能
性
が
高
く
な
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
も
う
一
つ
は
、
市
内
の
小
字
を

す
べ
て
削
除
（
全
廃
）
す
る
こ
と

の
議
決
を
得
る
方
法
で
す
。

　
こ
の
方
法
は
、
差
別
小
字
な
ど

が
あ
る
町
や
地
域
を
詳
し
く
説
明

す
る
必
要
が
な
く
、
差
別
を
助
長

す
る
可
能
性
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

の
た
め
、
小
字
を
削
除
（
全
廃
）

す
る
方
法
が
良
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

　
高
齢
者
や
土
地
に
詳
し
い
人

は
、
自
分
の
土
地
の
小
字
や
歴
史

に
関
係
す
る
小
字
は
残
し
て
欲
し

い
と
望
ま
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
松
江
地
方
法
務
局
の

指
摘
の
と
お
り
、
現
在
も
土
地
の

登
記
簿
謄
本
に
差
別
小
字
な
ど
が

存
在
す
る
こ
と
は
、
大
田
市
が
差

別
を
続
け
て
い
る
こ
と
と
同
じ
な

の
で
す
。
こ
の
た
め
、
市
と
し
て

は
、
小
字
を
全
廃
す
る
方
法
の
検

討
を
始
め
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が

小
字
に
つ
い
て
対
応
す
る
こ
と

が
、
差
別
の
な
い
大
田
市
へ
つ
な

が
る
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
小
字
の
ほ
か
に
も
市
内

の
道
路
や
河
川
に
差
別
的
な
名
称

が
つ
い
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
早
急

に
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

き
ず
な
へ
の
ご
意
見
は
…

問
人
権
推
進
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
３
８
）
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ふ
な
こ
し

 

だ
い  

が 

は
ら

こ

きずな

登
記
簿
謄
本
の

　 

小
字
全
廃
に
向
け
て

　
皆
さ
ん
は
、
自
分
が
住
ん
だ
り
、
所
有
し
た
り
し
て
い
る
土
地
の
登

記
簿
謄
本
に
は
小
字
が
あ
る
こ
と
や
そ
の
小
字
に
は
差
別
的
な
も
の
が

多
く
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
不
快
な
思
い
を
さ
れ
て
い
る
人
が
い
る
こ
と

を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　
今
回
は
、
大
田
市
に
お
け
る
小
字
問
題
に
つ
い
て
、
紹
介
し
ま
す
。

石
見
銀
山
遺
跡
は
、
人
類
の
平
和
と
人
権
の
尊
重
を
め
ざ
す
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
の
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す

こ 

あ
ざ



　
大
田
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画

に
よ
り
、農
業
振
興
を
図
る
地
域
と

し
て
「
農
用
地
区
域
」
が
設
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
区
域
内
の
農
地
を
宅
地
な

ど
に
転
用
す
る
場
合
は
、事
前
に
農

業
振
興
地
域
整
備
計
画
変
更（
農
用

地
区
域
か
ら
の
除
外
等
の
承
認
）の

手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
農
地
が
該
当
地
域
に
あ
た
る
か
ど

う
か
は
、市
役
所
農
林
水
産
課
か
、

各
地
区
の
農
業
委
員
宅
に
あ
る「
農

用
地
区
域
」
図
面
で
確
認
で
き
ま

す
。

　
変
更
を
す
る
場
合
は
、
５
月
１

日
㈪
か
ら
31
日
㈬
ま
で
に
、
農
林

水
産
課
へ
申
請
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

問
農
林
水
産
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
７
１
）

　
令
和
５
年
度
の
健
康
保
険
料
率・

介
護
保
険
料
率
は
と
も
に
３
月
分

（
４
月
納
付
分
）か
ら
変
更
と
な
り

ま
す
。

　
な
お
、任
意
継
続
被
保
険
者
に
つ

い
て
は
、
４
月
分
（
４
月
納
付
分
）

か
ら
変
更
と
な
り
ま
す
。

▽
健
康
保
険
料
率
　
10
・
26
％

▽
介
護
保
険
料
率
　
１
・
82
％

生
活
習
慣
病
予
防
検
診
の

自
己
負
担
額

　
４
月
か
ら
最
高
５
２
８
２
円
と
な

り
ま
す
。

問
全
国
健
康
保
険
協
会
島
根
支
部

（
☎
０
８
５
２
‐
59
‐
５
１
４
０
）

　
納
税
通
知
書
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
や
パ
ソ
コ
ン
が
あ
れ
ば
、
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
な
ど
を
利
用
し
た
便
利
な

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
も
利
用
で

き
ま
す
。

▽
納
税
通
知
書
の
発
送
日

　
５
月
１
日
㈪

▽
納
期
限
　
５
月
31
日
㈬

※
　
納
税
通
知
書
が
届
か
な
い
場

合
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
納
付
方
法

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、パ
ソ
コ
ン
で

　
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付

・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

・
金
融
機
関
や
県
民
セ
ン
タ
ー
の

　
窓
口
な
ど

問
島
根
県
西
部
県
民
セ
ン
タ
ー
収

納
管
理
課

（
☎
０
８
５
５
‐
29
‐
５
５
２
２
）

　
新
緑
の
三
瓶
で
、
ゴ
ミ
拾
い
や

外
来
植
物
の
除
去
に
参
加
し
ま
せ

ん
か
。

▽
日
時
　
５
月
21
日
㈰

　
受
付
　
９
時
15
分
〜

　
清
掃
活
動
　
10
時
〜
11
時

　
　
　
　
　
　
　 

（
少
雨
決
行
）

▽
集
合
場
所
　
山
の
駅
さ
ん
べ
前 

 

（
旧
西
の
原
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
）

▽
持
ち
物
　
雨
具
、
軍
手
な
ど

問
ク
リ
ー
ン
三
瓶
実
行
委
員
会

（
事
務
局
／
環
境
政
策
課
☎
０
８
５

４
‐
83
‐
８
０
６
９
）

▽
日
時
　
５
月
20
日
㈯
14
時
〜

▽
会
場
　
あ
す
て
ら
す
ホ
ー
ル

▽
作
品
　「
セ
カ
イ
イ
チ
オ
イ
シ
イ

　
水
〜
マ
ロ
ン
パ
テ
ィ
の
涙
」（
２

　
０
１
９
年
／
91
分
）
　

▽
内
容
　
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
離
島
、パ

　
ナ
イ
島
の
町
パ
ン
ダ
ン
で
、水
道

　
建
設
に
携
わ
っ
た
日
本
と
フ
ィ

　
リ
ピ
ン
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
の

　
姿
を
実
話
を
も
と
に
描
く（
出
演

　
／
辻
　
美
優
、赤
井
秀
和
ほ
か
）

▽
入
場
料
　
無
料

▽
定
員
　
70
人
（
要
事
前
申
込
）

　・
問
県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー

（
☎
０
８
５
４
‐
84
‐
５
５
５
７
）
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申

市　勢
（令和５年４月１日現在）

（　　）内は前月比

申…申し込み先
問…問い合わせ先

お
知
ら
せ

催
　
　
し

農
用
地
区
域
の
変
更
は

５
月
31
日
ま
で
に

全
国
健
康
保
険
協
会

島
根
支
部
の
保
険
料
率

自
動
車
税
（
種
別
割
）
の

納
期
限
は
５
月
31
日
ま
で

ク
リ
ー
ン
三
瓶

あ
す
て
ら
す
映
画
上
映
会

市税の納付がさらに便利に
　今年度から「固定資産税・都市計画税」、「軽自動車税（種
別割）」の納付書表面に、地方税統一ＱＲコードである「eL-
ＱＲ」が印字されます。
　このeL-ＱＲを利用して、パソコンやスマートフォンから、

「地方税お支払サイト」やeL-ＱＲに対応した各種スマートフォ
ンアプリで納付ができるようになりました。
　eL-ＱＲが印字された納付書は、全国のeL-ＱＲ対応金融機
関でも納付できます。
　納付方法や利用できる金融機関、スマートフォンアプリな
ど、詳しくは「地方税お支払サイト」をご確認ください。

※「ＱＲコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

○人　口　32,521人　（△149）
　・男　　15,649人　（△ 63）
　・女　　16,872人　（△ 86）
○世帯数　15,442世帯（△ 29）
○出生数　　　10人
○死亡数　　　64人
○面　積　435.34㎢

地方税お支払サイト

キューアール

問税務課（☎0854‐83‐8022）

エル



▽
日
時
　
５
月
13
日
㈯

　
　
　
　
13
時
〜
15
時

▽
会
場
　
市
民
セ
ン
タ
ー
１
階

▽
参
加
費
　
１
０
０
円

※
　
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

　
・
問
世
話
人
（
野
津
☎
０
８
０

‐
６
３
１
５
‐
９
５
１
７
）

　
発
表
会
の
練
習
な
ど
、
ホ
ー
ル

で
気
軽
に
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
演
奏

が
で
き
る
企
画
で
す
。

▽
日
時
　
５
月
12
日
㈮
〜
14
日
㈰

　
　
　
　
10
時
〜
21
時

▽
参
加
費
　
１
１
０
０
円

▽
募
集
期
限
　
５
月
８
日
㈪

　・
問
サ
ン
レ
デ
ィ
ー
大
田

（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
６
７
０
０
）

▽
日
時
　
５
月
19
日
㈮

　
　
　
　
14
時
〜
15
時
30
分

▽
会
場
　
島
根
中
央
地
域
職
業
訓

　
練
セ
ン
タ
ー

▽
参
加
費
　
無
料

▽
対
象
　
60
歳
以
上
　

▽
定
員
　
先
着
15
人

※
　
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

　
・
問
島
根
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連
合
会

（
☎
０
１
２
０
‐
78
‐
１
１
４
２
）

▽
日
時
　
８
月
14
日
㈪
・
15
日
㈫  

　（
式
典
は
15
日
）

▽
会
場
　
日
本
武
道
館（
東
京
都
）

▽
対
象
者
　
戦
没
者
の
遺
族
で
、

　
２
日
間
の
団
体
行
動
が
介
助
者

　
な
し
で
で
き
る
人

▽
参
加
費
　
松
江
市
を
起
点
と
し

　
た
東
京
ま
で
の
往
復
運
賃
と
宿

　
泊
費
は
公
費
で
定
額
助
成
あ
り

※
　
そ
の
ほ
か
の
費
用
は
、自
己
負

担
で
す
。

▽
申
込
期
限
　
５
月
31
日
㈬

※
　
全
応
募
者
の
中
か
ら
続
柄
、

年
齢
な
ど
を
考
慮
の
う
え
、県
が
選

考
し
ま
す
。

　・
問
介
護
保
険
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
５
９
）

温
泉
津
支
所
市
民
生
活
課

（
☎
０
８
５
５
‐
65
‐
３
９
３
４
）

仁
摩
支
所
市
民
生
活
課

（
☎
０
８
５
４
‐
88
‐
２
１
１
１
）

夜
の
パ
ソ
コ
ン
講
習

（
ワ
ー
ド
基
礎
）

▽
日
時
　
５
月
12
日
〜
31
日
の

　
㈪
・
㈬
・
㈮
　
19
時
〜
21
時

▽
会
場
　
島
根
中
央
地
域
職
業
訓

　
練
セ
ン
タ
ー

▽
受
講
料
　
１
万
１
０
０
０
円

▽
対
象
　
キ
ー
ボ
ー
ド
操
作
と
マ

　
ウ
ス
操
作
が
で
き
る
人

▽
定
員
　
15
人

▽
申
込
期
限
　
４
月
28
日
㈮

離
職
者
等
再
就
職
訓
練

（
Ｐ
Ｃ
基
礎
・
簿
記
初
級
科
）

　
パ
ソ
コ
ン
講
習（
ワ
ー
ド・エ
ク

セ
ル
・
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
な
ど
）、

簿
記
初
級
講
習
、ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

講
習
な
ど
の
就
職
支
援

▽
日
時
　
６
月
１
日
㈭
〜
８
月
31

　
日
㈭
の
平
日
　
９
時
10
分
〜
15

　
時
50
分

▽
会
場
　
島
根
中
央
地
域
職
業
訓

　
練
セ
ン
タ
ー

▽
受
講
料
　
テ
キ
ス
ト
代
１
万
２

　
０
０
０
円
程
度

▽
対
象
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
受

　
講
指
示
（
受
講
推
薦
）
が
受
け

　
ら
れ
る
求
職
者

▽
定
員
　
15
人

▽
申
込
方
法
　
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー

　
ワ
ー
ク
窓
口
で
相
談
の
う
え
、入

　
校
願
を
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
提
出

▽
申
込
期
限
　
５
月
10
日
㈬

　・
問
島
根
中
央
地
域
職
業
訓
練

セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
９
６
６
６
）

パ
ソ
コ
ン
・
経
理
資
格
取
得
コ
ー

ス▽
期
間
　
５
月
18
日
㈭
〜
９
月
15

　
日
㈮
の
平
日
　
９
時
〜
15
時
50

　
分

▽
会
場
　
邑
智
地
域
能
力
開
発

　
セ
ン
タ
ー
（
川
本
町
）

▽
受
講
料
　
テ
キ
ス
ト
代
１
６
０

　
０
０
円
程
度
、
駐
車
場
代
月
額

　
１
２
０
０
円
、
そ
の
他
資
格
取

　
得
に
関
す
る
費
用

▽
対
象
　
求
職
者

▽
申
込
期
限
　
５
月
２
日
㈫

▽
定
員
　
15
人

▽
入
校
検
定
日
　
５
月
10
日
㈬

▽
検
定
会
場
　
川
本
合
同
庁
舎

▽
選
抜
方
法
　
面
接
・
筆
記
試
験

　（
国
語
・
数
学
）

▽
申
込
方
法
　
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー

　
ワ
ー
ク
窓
口
で
相
談
の
う
え
、

　
入
校
願
を
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
提

　
出

福
祉
サ
ー
ビ
ス
資
格
取
得
コ
ー
ス

▽
期
間
　
６
月
１
日
㈭
〜
９
月

　
29
日
㈮
　
９
時
〜
16
時
10
分

▽
会
場
　
ゆ
め
タ
ウ
ン
江
津
　
会

　
議
室
（
江
津
市
）

▽
受
講
料
　
保
険
料
３
７
０
０
円

▽
対
象
　
求
職
者

▽
申
込
期
限
　
５
月
18
日
㈭

▽
定
員
　
12
人

▽
入
校
検
定
日
　
５
月
22
日
㈪

▽
検
定
会
場
　
浜
田
合
同
庁
舎

▽
選
抜
方
法
　
面
接
・
筆
記
試
験 

　（
国
語
・
数
学
）

▽
申
込
方
法
　
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー

　
ワ
ー
ク
窓
口
で
相
談
の
う
え
、

　
入
校
願
を
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
提

　
出

問
県
立
西
部
高
等
技
術
校

（
☎
０
８
５
６
‐
22
‐
２
４
５
０
）
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申申

申

申

認
知
症
の
人
と
家
族
の
つ
ど
い
　

「
ち
ゅ
う
り
っ
ぷ
の
会
」

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集
説
明
会

ピ
ア
ノ
を
弾
こ
う
！

募
　
　集

全
国
戦
没
者
追
悼
式
　参
列
者

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

県
立
西
部
高
等
技
術
校

数量限定・当日ボランティア募集・中止の場合あり

①おおだ子ども食堂
　おおだふれあい会館

27日㈯17:00～19:00
☎090‐4897‐4308
20日㈯11:00～13:30
☎090‐1188‐9088
20日㈯17:00～19:00
☎0854‐83‐7373

②みんなの食堂
　祖式ジム
③多世代交流食堂みーる堂

ゆきみーる（若者も無料）

子ども食堂５月の予定

申
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問環境政策課（☎0854‐83‐8069）

旧仙山公民館
朝山まちづくりセンター
畑／島林坊付近
旧富山まちづくりセンター
勝手／高鷲博様宅付近
土居自治会館
ＪＲ波根駅
波根まちづくりセンター
柳瀬／河元寺集会所
大西／旧家畜診療所付近
鈴見集落センター
中尾／円光寺　前
市民第２球場駐車場付近
久手まちづくりセンター
ＪＦしまね久手出張所付近
越峠多目的集会所

９:50～10:00
10:05～10:10
10:15～10:20
10:30～10:40
10:50～10:55
11:05～11:10
11:25～11:45
11:50～11:55
13:10～13:20
13:30～13:35
13:45～13:50
13:55～14:15
14:25～14:30
14:35～14:50
14:55～15:00
15:05～15:10

宮崎公園駐車場
野城自治会館
出口自治会館
小池バス停付近
職業訓練センター
大田市医師会館駐車場
市民球場駐車場
柳ヶ坪／ひまわり付近
大屋まちづくりセンター　
大屋上下自治会館

８:55～９:05
９:15～９:25
９:30～９:35
９:40～９:45
９:55～10:10
10:15～10:20
10:25～10:35
10:40～10:45
11:00～11:05
11:10～11:15

大東コミュニティセンター
旧仁万コミュニティセンター
天神会館　
仁万／立平浜墓地
宅野／大原墓地
宅野口バス停近く
伝統芸能伝承館
市役所仁摩支所
みはらしの館　冠野原
大国／草木原松源寺
大国消防団第１班・３班格納庫前
川西会館
宮村会館
琴姫の碑前駐車場
高山会館　前

10:10～10:20
10:25～10:40
10:45～10:55
11:00～11:05
11:10～11:15
11:20～11:25
11:30～11:35
11:45～11:50
13:15～13:25
13:35～13:40
13:45～13:50
13:55～14:00
14:05～14:10
14:25～14:30
14:35～14:40

赤井集会所
大浦団地入口
大浦自治会館
五十猛まちづくりセンター
ＪＲ五十猛駅
上静間生活改善センター
ＪＲ静間駅
静間まちづくりセンター
ＪＡ旧鳥井サービスセンター
鳥井まちづくりセンター
鷺見自治会館
鳥越自治会館
諸友団地集会所
野井神社
長久まちづくりセンター
土江自治会館
稲用中自治会館
延里下／正願寺　前

９:20～９:35
９:40～９:45
９:50～９:55
10:00～10:10
10:15～10:25
10:35～10:40
10:50～10:55
11:00～11:10
11:20～11:25
11:30～11:35
11:40～11:45
13:15～13:25
13:35～13:40
13:50～13:55
14:05～14:10
14:15～14:20
14:25～14:35
14:40～14:45

湯港公民館
旧湯里まちづくりセンター
湯里／中村（県道待避所）
荻村集会所
井田まちづくりセンター
横道集会所
殿村倉庫
福田消防車庫
井田生活改善センター
上村会館
市役所温泉津支所

10:20～10:25
10:30～10:40
10:45～10:55
11:10～11:25
11:40～11:50
13:10～13:20
13:30～13:40
13:45～13:50
14:00～14:15
14:30～14:40
14:50～14:55

銀の道商工会館
ゆう・ゆう館
福波まちづくりセンター
ＪＲ福光駅
今浦橋付近
福浦生活改善センター

９:45～９:55
10:00～10:05
10:15～10:20
10:25～10:35
10:40～10:45
10:50～10:55

朝山町　富山町　波根町
久手町　 仁摩町

温泉津町

温泉津町

五十猛町　静間町　鳥井町
久手町　長久町

大田町　大屋町

５月16日㈫

５月18日㈭

５月19日㈮

５月17日㈬ ５月23日㈫

５月24日㈬
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三瓶町　山口町　川合町大代町　祖式町　水上町
大森町　久利町

日程表

５月11日㈭ ５月12日㈮

右原／斎藤和憲様宅前
大代まちづくりセンター
／高山会館
山田集会所
飯谷／柿田幸雄様宅前
山中自治会館
祖式まちづくりセンター
大原自治会館
米山集会所
三久須上自治会館
水上まちづくりセンター
福原中生活改善センター
井戸神社駐車場
今市自治会館
久利まちづくりセンター
赤波一自治会館
畑ヶ中バス停付近

９:40～９:45

９:55～10:10

10:15～10:25
10:30～10:35
10:40～10:45
10:50～11:05
11:15～11:20
11:30～11:40
11:50～11:55
13:10～13:20
13:25～13:35
13:50～14:00
14:10～14:15
14:20～14:30
14:40～14:45
14:55～15:00

北三瓶まちづくりセンター
旧多根分館
北三瓶まちづくりセンター
佐津目集会所
加渕生活改善センター
旧志学まちづくりセンター
池ノ原自治会館
池田まちづくりセンター
小屋原自治会館
瓜坂自治会館
程原バス停付近
忍原／蓮乗寺　前
川合まちづくりセンター
吉永上自治会館

９:20～９:30

９:40～９:50
10:10～10:20
10:50～11:00
11:05～11:15
11:30～11:40
11:45～11:55
13:10～13:20
13:35～13:40
13:45～13:55
14:05～14:10
14:20～14:30
14:40～14:45

お願い ・事故防止のため、必ず犬を制御できる人が連れてきてください。　
・会場でフンをした場合は、飼主が責任を持って処理してください。
・当日発熱などの症状がある場合は、来場をご遠慮ください。
・日程の都合がつかない場合は、動物病院で予防注射を受けてください（必ず「お知らせハガ
　キ」を動物病院に持参してください）。

 ※　道路事情などにより、予定時刻に到着できない場合があります。
 ※　延期または中止する場合は、音声告知放送や市ホームページなどでお知らせします。

※　新たに登録する場合は、別途登録手数料3,000円が必要です。
※　犬が死亡したときや飼主の住所が変わった場合は、届出が必要です。 

▽実施期間　　５月11日㈭～24日㈬ 
▽場所・時間　日程表のとおり  
▽持ち物
①お知らせハガキ
（２月末までに犬の登録をしている人には、４月上旬に郵送しています）
②注射料金　１頭あたり3,000円
（注射料2,450円＋注射済票交付手数料550円）

　犬の飼い主には、飼い犬の登録をすること
（生涯１回）と狂犬病予防注射を受けさせる
こと（毎年）が法律で義務付けられています。
　市では、各地域で狂犬病予防集合注射を実
施します。日程表を確認のうえ、最寄りの会
場へお越しください。

狂犬病予防集合注射
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大田（橋北）
大田（橋南）
川合・久利
久手（鳥越含む）
鳥井・長久（新諸友含む）
静間・五十猛・大屋
富山・朝山・波根
大森・水上・祖式・大代
三瓶・山口（大田野城含む）
仁摩地区
温泉津地区
▼不燃粗大ごみ　
鳥井・長久（新諸友含む）
静間・五十猛・大屋

５月不燃ごみの収集日

▼燃やせるごみ
大田可燃物中間処理施設（静間町）
▼不燃ごみ
大田市不燃物処分場（仁摩町宅野）
▼プラスチック製容器包装
大田容器包装リサイクルセンター
　　　　　（静間町／一般家庭のみ）
※　事業所は持込みできません。
▼資源物Ａ・Ｂ・Ｃグループ
大田リサイクルセンター
（大田町野城／休日・一般家庭のみ）
※　事業所は持ち込みできません。
※　平日は一般家庭の持ち込みもでき
ません。

【平日】（祝日・休日は除く）
一般家庭　９時～16時
事 業 所　９時～15時
【休日】　７日・21日　
一般家庭　８時30分～11時30分

※　事業所は休日に持ち込みできま
せん。

ごみの持ち込み

野外焼却

休日と夜間に窓口を開設
マイナンバーカードの手続きに

法律で禁止されています
　「近所でごみを燃やしていて臭い」「煙で窓が開けられない」「洗濯物が汚れ
た」など、ごみの野外焼却に関する苦情が多く寄せられています。野外焼却（野
焼き）は法律で禁止されています。ごみを処分する場合は、市の指定袋に入れ
て、決められた収集場所に出しましょう。
　農業または林業を営むうえで、やむを得ず稲わらなどを燃やす場合は、野外
焼却禁止の例外とされています。少量ずつ短時間で燃やすなど、ご近所の迷惑
にならないようにしてください。
　また、バケツに水を準備し、火が消えるまでは、その場から離れないでくだ
さい。
※　プラスチック類・ビニール類は、焼却できません。農業などで使用した場
合は産業廃棄物になるため、市では取り扱いません。産業廃棄物処理業者へ依
頼していただくなど、適切な処理をしてください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問環境政策課（☎0854‐83‐8069）

　マイナンバーカードの交付について、次のとおり、休日窓口の開設と平日の
窓口延長をおこないます。
　市役所の開庁時間内にマイナンバーカードの申請や受け取りが難しいかた
は、ぜひ、ご利用ください。なお、混雑緩和のため、予約制とします。

▽申請・交付場所　　市役所本庁　市民課　
　※　支所ではおこないません。
　※　現住所が温泉津町と仁摩町の人は、各支所でカードを保管しています
　ので、受け取り希望日の５日前までにご連絡ください。
▽取扱事務　　マイナンバーカードの申請・交付事務のみ
　※　住民票など各種証明書の交付事務はおこないません。
▽申し込み　　予約制
　※　市民課へ事前に予約をしてください。予約状況などによっては、希望
　の日時に受け取りができない場合があります。

　・問市民課（☎0854‐83‐8067）申

５月
６月
７月

14日・28日
11日・25日
９日・23日

８日・22日
５日・19日
３日・24日

休日窓口（日曜日）
８：30～17：00

平日窓口延長（月曜日）
17：15～19：30

日10
２
１
15
12
16
17
11
８
９
11

日

日
日

24
19
18
29
26
30
31
25
22
23
25
　
17
22
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　島根県交通事故相談所（松江市）（☎0852‐22‐5102）
問危機管理課（☎0854‐83‐8009）

５月の相談

年金相談（要予約）

生活相談

こころの健康相談・アルコール相談（要予約）

難病相談

移動ナースバンク

ふくし
よろず
相　談

月～金
９時～17時
専用電話
0854‐84‐7577

暮らしの困りごと、悩み
ごとに関する総合的な
サポート
（電話・来所・訪問）

司法書士
相　　談

法律相談
（弁護士による
パソコン面談）

一般相談

９日㈫　
10時～12時
要予約・無料

12日・19日・26日
（いずれも金）
10時～15時40分
要予約・原則無料。
３回目の継続相談
から有料。

月曜日～金曜日
８時30分～16時30分

就労相談
（要予約）

10日㈬　
13時30分～15時30分

市社会福祉協議会本所

市社会福祉協議会本所

しまね難病相談支援
センター（出雲市）
（☎0853‐24‐8510）

　・問市社会福祉協議会本所（☎0854‐82‐0091）申

　・問県央保健所健康増進課（☎0854‐84‐9823）申

問島根県ナースセンター（☎0852‐27‐8510）

15日㈪　13時30分～15時30分　県央保健所

24日㈬　13時30分～16時 ハローワーク石見大田

福祉のお仕事相談会

問島根県福祉人材センター石見分室（☎0855‐24‐9340）
24日㈬　13時30分～15時30分　ハローワーク石見大田

若者就労相談（要予約）

問サポートステーション出雲（☎0853‐31‐6663）
12日㈮　10時～12時　 ハローワーク石見大田

はぴこ交流サロン（無料の結婚相談会）

問大田はぴこ会事務局（☎080‐2940‐7266）
電話受付：平日10時～18時、第２金曜日10時～21時

12日㈮　19時～20時30分 大田商工会議所

９日㈫　10時～15時
25日㈭　10時～15時
　出雲年金事務所お客様相談室（☎0853‐24‐0045）
問市民課（保険年金係）（☎0854‐83‐8154）
申

申

市役所２階第２会議
市役所４階大講堂

交通事故相談（要予約）
２日㈫　９時～15時 市役所２階第２会議室

　・問石見法律相談センター（☎0855‐22‐4514）
相談（40分以内）は原則無料。３回目の継続相談から有料。
申

石見法律相談センター相談会（要予約）
19日㈮　10時～16時

納期限および口座振替日
固定資産税

軽自動車税（種別割）

５月31日
１期
全期

おおだふれあい会館

行政相談
12日㈮　９時～12時
問人権推進課（☎0854‐83‐8038）

温泉津まちづくりセンター

期限内に納付をお願いします

　市役所本庁の収納管理室で市税・国民健康保険料・後期
　高齢者医療保険料の納付や相談を受け付けます。
★夜間納付・相談窓口（17時15分～20時）
　４月27日㈭、28日㈮
　５月１日㈪、10日㈬、29日㈪、30日㈫、31日㈬
★休日納付・相談窓口（10時～14時）
　５月21日㈰

問収納管理室（☎0854‐83‐8026）

税・保険料
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　３月21・22日、大田市の伝統行事「彼岸市」が開催され、訪れた約
２万5,000人がそぞろ歩きを楽しみました。
　コロナ禍により、令和元年の秋から３年半ぶりの開催となった彼岸
市。「中日つぁん」と呼ばれ、春と秋の２回、大田町内の約1.5㎞が
歩行者天国となります。今回は例年より約60店舗少ない140ほどの
露店が立ち並びました。親子連れや友人同士などが「ふるさと市」
の飲食ブースや県内外のチームによるよさこい踊り、植木市などの
催しを楽しみながら歩き、通りを埋め尽くしていました。
　だんだんと大田の日常風景が取り戻されようとしています。

　春の訪れを告げる三瓶山西の原の「火入れ」を３月20日に
おこないました。
　草原の維持や山林火災の防止、観光振興などを目的とし
て、市や特定NPO法人「緑と水の連絡会議」、森林組合など
で組織する実行委員会が平成元年から実施しています。
　この日は、約140人が参加。風下から火を付け、メラメラ
と地を這う炎が燃え広がらないように注意しながら延焼を防
ぎました。現地は快晴で風もあり、約33㌶の実施を予定して
いたものの、風の強さや向きを確認しながら慎重に作業を進
めたため、25㌶ほどで終えました。

池田小で卒業式と閉校式150年の歴史に幕

上左）在校生に見送られる卒業生 上右）副市長に校旗を返納
する濱岡校長（右） 下）記念碑を除幕した関係者と６年生

待ちに待った中日つぁん

三瓶に春がやってきた

　３月末で閉校し、４月から川合小学校と統合する池
田小学校で３月17日、卒業式がおこなわれました。
　式では卒業生４人の名前が呼ばれ、濱岡宏行校長が
卒業証書を手渡しました。そして、６年生が生まれた
年に発生した東日本大震災に触れ、「それぞれの得意
を生かし、勇気をもって行動することで、日本はもっ
と素晴らしい国になる。主役は皆さんで、私たちの希
望である」とはなむけの言葉を贈りました。
　最後に卒業生が在校生や先生、地域の皆さん、家族
へ感謝したうえで、「伝統ある池田小学校を卒業した
ことを誇りに中学校でも頑張る」と決意を語るととも
にメロディにのせ、東日本大震災をきっかけとして作
られた曲「小さな勇気」を歌いました。
　３月19日には閉校式を開催し、児童や卒業生、地
域の皆さん約200人が出席しました。式では、船木三
紀夫副市長が「多くの思い出や愛着、思いがある中、
統合へのご理解とご協力に敬意と感謝を申し上げる。
統合後もより一層、子どもたちを温かく見守り、育て
ていただきたい」と市長のあいさつを代読。そして、
濱岡校長が副市長に校旗を返納しました。大谷麻衣Ｐ
ＴＡ会長は「池田小学校で学習したこと、感動したこ

とを胸に、誇りと信念をもち、川合小学校でも頑張っ
てほしい」と子どもたちに呼び掛け、飯田勝美池田地
区連合自治会長は「池田小学校の希望の火を絶やすこ
となく、新たなまちづくりにまい進する」とあいさつ
しました。最後に出席者全員で校歌を歌い、池田小学
校に別れを告げました。
　また、閉校記念事業実行委員会が、150年間この地
に池田小学校があった歴史を伝える校歌を刻んだ記念
碑を建立し、除幕しました。記念碑は温泉津町で産出
される福光石が使われており、慣れ親しまれてきた校
歌はこれからの地域の人の心の中に生き続けると紹介
されました。


